
 

参加した人たちの感想  

・人によって全く違う意見があり、それを共有することで新しい意見が生まれて良い会になったと思います。 

・牛乳は牛が命がけで出していると知って「ありがとう」という気持ちをもって飲みたいと思いました。 

・苦しんでいる人や悩みがある人に寄り添って支えることができる人になれたらいいと思いました。 

・一回きりの人生を後悔しないように精一杯生きていきたいと思いました。 
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産業社会と人間「交流体験」 
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1年次ガイダンス科目「産業社会と人間」で、10月18日 校内・
校外 43 ヶ所で福祉・環境・国際など様々な分野の交流が行
われました。本校キャリア教育の基本は、社会における様々
な活動を実際に体験することで視野を広げ、自分の将来を考
えていくことです。 

校内で行われた、異文化交流体
験「バリダンス」に取り組む生徒
達。普段よく見るダンスとは全く
違いますが、一つ一つの動きに
深い意味があることをスカールリ
リーの先生から教わりました。 

産業社会と人間「交流体験」 

田園都市病院 Xmas コンサート 

麻生総合からすぐ近くにある川崎田園都市病院で、 
12月 22日（土）合唱部と吹奏楽部によるクリスマ
スコンサートが行われました。今年で７回目になり
ますが、年々部員も増え、レベルが上がってきまし
た。楽しみにしている方も多く、ロビーでは７０人
を超える方々が聴き入ってくださいました。すっか
り恒例行事になり、早くも 2008年の出演依頼が。 

事後学習では、各生徒がパネルを作成して、交流から考えた
ことを発表します。他の人の発表を聞いて学んでいくことも、
「産人」の大切なプログラムのひとつです。 

 

私たちこんなことを発表しました！ 

・川崎北高校  

「沖縄修学旅行における平和学習」 

・本校 

  「いのちに関する教育 3年間の取り組み」 

・中央農業学校 

  「東北修学旅行の報告」 

「酪農を通して学ぶいのちの授業」 

いのちサミット開催！！ 
2016年 1月 16日、本校に県内の高校生が集まり、「いのちの

尊重に関する教育」の発表の場としての「いのちサミット」が

行われました。 

「いのちサミット」では、各校の研究成果をパネルで展示し

たり、パワーポイントを使って発表したりしました。また田園

調布学園大学の鈴木文治教授の基調講演をもとに、分科会で「自

分を大切にすること」「仲間を大切にすること」というテーマで話し

合い、意見の交換・共有を図りました。 

☆1日の流れ☆ 

①校長挨拶 

②来賓紹介 

③講演 田園調布学園大学 教授 鈴木文治氏 

④研究発表 (川崎北・麻生総合・中央農業) 

⑤分科会 

⑥全体会 (分科会の意見発表) 

⑦講評 

 

 

鈴木文治教授の講演 

本校の防災飯に関する発表の様子 


